
日時 令和４年１２月１日（木）１６：００～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１． ベビーファースト活動宣言　宣言式

２． 不登校特例校の開校について

３． １２月定例会への提出議案について

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。
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令和４年１２月定例記者会見資料 

 

 

ベビーファースト活動宣言 宣言式 

 

担当 保健福祉部健康推進課 

 保健福祉部子ども家庭課 

 

 

○ 内容 

 子育て世代が子どもを“産み育てたくなる社会”の醸成を目指し、「白石市ベビーファースト活動宣言」

を行います。 

 「ベビーファースト運動」とは、公益社団法人日本青年会議所が２０２１年から始めた少子化対策に対す

る取組です。子育て世代が子どもを産み育てやすい社会を、行政や企業を巻き込み社会全体で実現す

るための運動で、本市として賛同し、参画するものです。 

 

○ 出席者（4 名） 

公益社団法人白石青年会議所 理事長 八島 隆史（やしま たかし）   様 

 魅力向上委員会 委員 安藤 次郎（あんどう じろう） 様 

公益社団法人日本青年会議所 東北地区 宮城ブロック協議会 

会長 尾形 長治（おがた ながはる） 様 

 副会長 樽見 元太（たるみ げんた）   様 

 

○ 本市の宣言内容 

（１） 宣言 

 「 次代を担う子ども輝き戦略 

 ～地域ぐるみで子どもを育み、子育て家庭を支えるまちづくり～」 

 

 

（２） 活動宣言に基づく具体的行動 

● 子育て世帯の経済的負担の軽減に努めます。 

● 妊娠・出産期からの切れ目のない支援に取り組みます。 

● 子どもの屋内遊び場等を活かして、子育てを通じて人々がつながり、地域ぐるみで子どもと子育

て家庭を支えるまちづくりを推進します。 

 

 

 



（３）本市の子育て支援事業の中から、現在実施している主な事業をご紹介します。 

① 子育て世帯への経済的な支援 

  誕生祝い金・すくすくベビー券 

白石市民として誕生したお子さんが、将来地域の宝となるよう前途を祝福するとともに、子

育ての経済的負担を軽減するため、市内の店舗で使える誕生祝い金の商品券とすくすくベビー

券を保護者に贈呈します。（誕生祝い金の商品券：第 1 子、第２子は 10,000 円分、第３子以降

は 20,000 円分。すくすくベビー券：１人当たり 4,000 円分。） 

  子育て支援サービス利用料助成 

子育て中の経済的負担軽減のため、一時預かり事業やファミリー・サポート・センター事業を

利用した保護者にお子さん１人当たり年間で１５，０００円を上限に、利用料金の助成をします。 

 

② 地域ぐるみで子育て支援 

  赤ちゃんの駅 

子育て中でも安心して外出を楽しめる環境づくりとして、授乳やおむつ替えなどで気軽に立

ち寄ることができる施設を紹介しています。現在３６か所の店舗・施設において、おむつ替えス

ペースや授乳時のお湯の提供などのご協力をいただいています。 

 

③ こじゅうろうキッズランド 

 今年８月に４周年を迎えたこじゅうろうキッズランドは、天気を気にせず楽しめる屋内あそび

場として、これまで２６万人を超える皆さんにご来場いただいております。施設内は小学生まで

の子どもたちが年齢に応じて楽しく遊ぶことのできる大型遊具のほか、三重県四日市市の子ど

もの本専門店「メリーゴーランド」店主の増田喜昭さん監修の絵本のコーナーなどがあり、大人

もゆっくり過ごすことができ、多世代交流の場としても活用されています。 

 

④ 子育て支援の情報発信 

 これらの子育て支援に関する情報をわかりやすく１冊にまとめた子育てホっとマップを作成し、

「しろいし赤ちゃんの駅」登録施設で配布しています。令和５年３月には第１２号の発行を予定し

ており、今後、市内郵便局の窓口などでの配布も検討しています。 

そのほか、ホッとマップと連動した白石市子育て支援サイトにおいても情報をわかりやすく発

信しており、スマートフォンやタブレット端末からもアクセスすることができます。さらに、しろい

し子育て応援アプリに登録いただきますと、子育てイベントや乳幼児健診などの市から発信さ

れた情報の受信も可能です。 

 

⑤ 子育て世代包括支援センター 

 小児科などの医療機関や、地域子育て支援センターなどの関係機関と連携しながら、妊娠期

から子育て期まで包括的に子育て家庭をサポートするとともに、子どもをすこやかに育むため、

切れ目のない支援を実施します。 

 



 

令和４年１２月記者会見資料 

不登校特例校の開校について 

 

担当：教育委員会学校管理課 

 

令和５年４月開校に向けて取り組んでまいりました不登校特例校について、開校の

目途がついたことから、来る１２月の市議会定例会で「白石市立学校の設置に関する

条例」の一部改正や開校準備経費に関する予算をご審議いただき、準備を加速してま

いります。 

開校予定の不登校特例校は、名称を「白石市立白石南小学校・白石市立白石南中学

校」とし、通称は「白石きぼう学園」といたします。 

「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」

（教育機会確保法）第１０条の規定に基づく小中一貫型の不登校特例校としては、同

法施行後全国初になる予定です。 

 

 

○事業概要 

１ 開校場所 

白石市越河平字平合２３番地１（旧白石市立南中学校） 

２ 開校期日 

令和５年４月１日 

３ 対象者 

白石市に住所がある小学１年生～中学３年生で、年間３０日以上欠席または教育

支援センターなどに通っており、不登校特例校に通学する意思のある者 

 

 

［歳出］１０款 教育費  １項 教育総務費  ３目 教育振興費 

          ２事業 一般管理的経費（総務係） 

    １０節 需用費                ２，４５２千円 

    １１節 役務費                  ２６０千円 

    １２節 委託料                  ３３０千円 

        １７節 備品購入費              ３，２６７千円 

                                              合計 ６，３０９千円



(10:00) ( )
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担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

18,126,642 1,086,364 19,213,006

26,615,259 1,086,364 27,701,623

※合計欄は今回補正のない特別会計を含む

企業会計 （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

184,230 △ 54,238 129,992

515,927 △ 18,115 497,812

※水道事業・下水道事業会計は資本的収入の数値

１２月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

41,250

6,309

15,700

　令和４年度１２月一般会計補正予算額は １０億８，６３６万４千円で、累計では１９
２億１，３００万６千円となります。
　今回の補正予算は、スマートインターチェンジ及び周辺道路整備事業をはじめ、不登
校特例校開校準備事業、燃料費高騰などに伴う電気料等の補正予算など、必要な経費を
計上しております。
　事業別の詳細は、別紙１、２及び不登校特例校開校に関する先の資料のとおりです。

合　　　　　　計

下 水 道 事 業 会 計

〇不登校特例校開校準備事業

〇スマートインターチェンジ及び周辺道路整備事業

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

〇燃料費高騰などに伴う電気料等の補正予算について

令和４年度１２月補正予算概要

会　　計　　名

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計

会　　計　　名



［別紙１］ 

令和４年１２月議会 記者会見資料 

令和４年度１２月補正予算関係 

 

スマートインターチェンジ及び周辺道路整備事業 

 

担当：建設部都市創造課 

 

本市が取り組んでおります標記事業について、（仮称）白石中央スマートインター

チェンジについては、東日本高速道路株式会社との協定に基づき道路設計等を実施し

ており、周辺施設の整備については、昨年９月にパブリックコメントを反映した（仮

称）白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画を策定しました。 

令和４年度補正予算では、スマートインターチェンジの設計や工業団地予定地とス

マート IC を結ぶ周辺道路の整備に係る用地取得費を計上しております。 

スマートインターチェンジが整備されることにより、東北縦貫自動車道のさらなる

有効活用が図られ、新たな企業誘致の実現や企業活動の支援が期待できるとともに、

あわせて周辺整備を行い、賑わいと活力あふれる新たな拠点の創設とともに、更なる

観光産業の活性化につなげていくため、関係機関と連携し早期完成を目指していきま

す。 

 

〇事業概要 

１ 実施場所  白石市大平中目地内～斎川地内 

 

２ 事業概要  スマートインターチェンジの設計等 

周辺道路に係る用地取得 

                 

 

 

［歳出］ ８款 土木費  ２項 道路橋梁費  ６目 ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ整備事業 

          ２事業 スマートインター整備事業 

 

    １２節 委託料                ２０，０００千円 

    １４節 工事請負費             △２０，０００千円 

    １６節 公有財産購入費            ４１，２５０千円 

                                                 計 ４１，２５０千円 



［別紙２］ 

令和４年１２月議会 記者会見資料 

令和４年度１２月補正予算関係 

 

燃料費高騰などに伴う電気料等の補正予算について 

 

担当：総務部財政課 

 

電気料やガス料金などのエネルギー価格については、ロシアによるウクライナへの

軍事侵攻や、新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んでいた経済活動の再開

に伴う需要の増加、欧米等の金利引き上げに伴う円安の加速などを受け、急激に上昇

しています。 

市役所や学校などの公共施設においても、電気料やガス料金が当初の見込よりも

増加しており、今般の１２月補正予算において、不足する予算の増額を計上してお

ります。 

 

 

○補正概要 

 電気料の補正   総務費（市役所、防犯灯など）      ３２６万７千円 

          民生費（総合福祉センター、保育園）   ２１０万６千円 

          衛生費（健康センター）          ８４万６千円 

          農林水産業費（農林振興センターなど）   ２６万７千円 

          商工費（鎌先温泉などの公衆トイレ）     １万４千円 

          土木費（道路照明灯など）        １２９万２千円 

          消防費（倉庫）               １万５千円 

          教育費（小中学校、中央公民館など）   ６８０万９千円 

           合 計              １，４６１万６千円 

 

 ガス料金の補正  総務費                  ２５万円 

          民生費                  ３４万１千円 

          教育費                  ４９万３千円 

           合 計                １０８万４千円 

 

 

 

 

 

 

 

 


